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OMOP-JVからJomopieへ

元データ Jomopie Global OMOP

OMOP-JV

日本コード用フィールドあり

OMOP-JV Jomopie

日本標準コード用

フィールド拡張
あり あり

Vocab/concept JV仕様 (SNOMEDの代替等の準備。
階層構造の検討など)

使用しない ためSNOMED等の考
慮不要(仕様としてはglobalまま)

Global Mapping
日本標準コードはglobal concept
リストには入らない。マッピング
は独自開発。

日本標準コードはnonStandardと
してglobal conceptリストに入り、
マッピングはrelation table(?)とし
て供給される

Atlasの動作 Atlasの修正が必要 動作しない(動かすにはglobal化)

Standard voca concept
Non-Standard voca concept
として日本コードも利用可能

元データ

日本コード用フィールドあり

日本独自 voca concept

オーソライズされた
マッピング(relation table).
日本voca concept残せる.

日本独自のマッピング.
日本voca conceptは削除.

Jomopieの利点
- 仕様維持が軽い。
- nonStandardとして日本
コードがglobal仕様に
入る。

Jomopieの日本コード用フィールドのイメージ
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←空欄/0、または適切なglobal concept id

←空欄/0、または適切なglobal concept id

ここのフィールドのデータ自体を検索可能。

日本標準コードもathenaの
conceptリストに入るため、必要
に応じ、これらのフィールド値か
らconcept_idも引ける。


